
平成２６年６月１４日(土)

学校法人安城学園理事長

寺部 曉

～無限の可能性に挑戦する若者を育成する～



誰でも無限の可能性を持っている



教育再生実行会議
◦ 第四次提言「高等学校教育と大学教育との接続・大学入
学者選抜の在り方について」（平成２５年１０月３１日）
 達成度テストの導入
 大学のガバナンス

文部科学省
◦大学教育再生加速プログラム（ＡＰ）
◦地（知）の拠点整備事業（大学COC事業）
◦中央教育審議会高大接続特別部会
 達成度テスト（基礎レベル・発展レベル）

など…
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国立社会保障・人口問題研究所発行『日本の将来推計人口(平成24年1月推計)』における「男女年齢各歳別人口:出生中位(死亡中位)推計」より
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国立社会保障・人口問題研究所発行「日本の都道府県別将来推計人口（平成25年3月推計）都道府県別、男女・年齢（5歳階級）別将来推計人口」より





日本全体で人口が減少する中で、地域
格差が拡大している。

それぞれの地域の特性に応じた地域の
再生・活性化が必要。

◦ そのためには地域の特性に応じた「地域の
人材育成」が必要。

さらに、そのためには地域の人材育成が
できる「私たち教職員の成長」が必要。



専修学校

就職後、３年継続して定着した若者
＝約５４万人／１２９万人
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高校

入学
約129万人

専修学校約30万人

大学 約49万人

約7万人 大学院

約７５万人の若者が、一度は中退・離職を経験しながら、
そこからはい上がらなければならない状況にある。

短大
短大約8万人

大学

４
０
万
人

就職１
４
万
人

21万人就職

3年以内
離職
7万人

3年以内
離職
16万人 56万人就職

高校中退
約12万人

大学・短大中退
約5万人
専門学校中退
約4万人

フリーター
ニート
約9万人

フリーター
ニート
約13万人



専修学校

すんなり就職して３年継続できる若者
＝約３.３万人／７万人＝社会を支える納税者
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高校

入学
約7万人

専修学校約1万人

大学 約3万人

約3千人 大学院

１
・２
万
人

短大

短大約5千人

大学

２
・２
万
人

就職

1.5万人就職

フリーター
ニート
約3千人

大学・短大中退
約3千人
専門学校中退
約2千人

フリーター
ニート
約7千人

高校中退
7千人

3年以内
離職
3千人

3万人就職

3年以内
離職
8千人



獲得 活用 解決

６０代以降

５０代

４０代

３０代

２０代

大学

高校

中学校

小学校

幼稚園



（目的）

第３条 学校法人安城学園は、建学の理念及び建学

の精神に基づいて学校教育を行い、地域・社会に

貢献する有為な人材を育成することを目的とする。

２ この目的を達成するため、教育基本法、学校教育

法及び私立学校法に従い、これを行う。



知・徳・体・行

建学の精神を
核にした教育

ＰＩＳＡ型学力を
核にした教育

社会人基礎力を
核にした教育

安
城
学
園
共
通

愛知学泉
大学の
教育

愛知学泉
短期大学の
教育

安城学園
高等学校の
教育

岡崎城西
高等学校の
教育

大学幼稚園
の教育

桜井幼稚園
の教育

短大幼稚園
の教育

設
置
校
独
自
の
教
育



知・徳・体・行

建学の精神を
核にした教育

ＰＩＳＡ型学力を
核にした教育

社会人基礎力を
核にした教育

安
城
学
園
共
通

D E F

A B C

設
置
校
独
自
の
教
育



知・徳・体・行

建学の精神を
核にした教育

ＰＩＳＡ型学力を
核にした教育

社会人基礎力を
核にした教育

など…

成
長
の
土
壌

専
門
性
の
開
花

広報家政学 経営学 教務



ティーチング⇒

ティーチング

ファシリテーショ
ン

コーチング

マネジメント

コーディネーショ
ン

スーパービジョン

ディレクションなど…



公平な絶対評価

ペーパーテストで測れない学力の評価

潜在能力ではなく顕在能力の評価

社会人基礎力のような行動特性の評価

課題解決能力の評価

パフォーマンスの評価

学ぶ意欲・学ぶ歓び・学ぶ意義につながる評価

学校の中の評価と社会の中の評価の連続性

評価基準の共有化



学生・生徒・園児の潜在能力を
開発する事業

教職員の潜在能力を
開発する事業

地域の人々の潜在能力を
開発する事業



第１の挑戦 … 「苦手」への挑戦

第２の挑戦 … 「得意」への挑戦

第３の挑戦 … 「未知」への挑戦



学生・生徒・園児の

潜在能力を

可能性の限界まで

開発する事業

教職員の

潜在能力を

可能性の限界まで

開発する事業

地域の人々の

潜在能力を

可能性の限界まで

開発する事業

第１の挑戦

（苦手への挑戦）

第２の挑戦

（得意への挑戦）

第３の挑戦

（未知への挑戦）

基礎学力
専門知識

専門技術
社会人基礎力

第１の挑戦

（苦手への挑戦）

第２の挑戦

（得意への挑戦）

第３の挑戦

（未知への挑戦）

建学の精神を

核にした教育

PISA型学力を

核にした教育

社会人基礎力を

核にした教育

第１の挑戦

（苦手への挑戦）

第２の挑戦

（得意への挑戦）

第３の挑戦

（未知への挑戦）

前に

踏み出す力
考え抜く力

チームで

働く力

第１の挑戦

（苦手への挑戦）

第２の挑戦

（得意への挑戦）

第３の挑戦

（未知への挑戦）



幼稚園 高校 短期大学 大学

第１の挑戦

（苦手への挑戦）

第２の挑戦

（得意への挑戦）

第３の挑戦

（未知への挑戦）

第１

ステージ

（教室）

第２

ステージ

（学校）

第３

ステージ

（地域）

第４

ステージ

（海外）

第１の挑戦

（苦手への挑戦）

第２の挑戦

（得意への挑戦）

第３の挑戦

（未知への挑戦）

獲得 活用 解決

第１の挑戦

（苦手への挑戦）

第２の挑戦

（得意への挑戦）

第３の挑戦

（未知への挑戦）

知 徳 体 行

第１の挑戦

（苦手への挑戦）

第２の挑戦

（得意への挑戦）

第３の挑戦

（未知への挑戦）



組織の内部 組織の外部
努
力
Ｄ

努
力
Ｃ

努
力
Ｂ

努
力
Ａ

努
力
Ｓ

奉
仕
Ｄ

奉
仕
Ｃ

奉
仕
Ｂ

奉
仕
Ａ

奉
仕
Ｓ

感
謝
Ｄ

感
謝
Ｃ

感
謝
Ｂ

感
謝
Ａ

感
謝
Ｓ

教職員

保護者

地域の方々

社会の方々

中学校教師

高校教師

など…

※「Ｓ」「Ａ」「Ｂ」「Ｃ」「Ｄ」は、『真心』の込め具合を表す。



Plan

（計画）

Do

（実行）

Check

（反省）

Action

（改善）



課題

獲得

活用

解決





誰でも無限の可能性を持っている




